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デユフアイ工ル｡彼はこのルノワールの作品を､二十年間に渡って年に一枚模写し続けている風変わりな画家です｡彼によると　｢野うさぎのキノコ添え｣がメインの昼食なのだとか｡実はこの説は定かではありませんので､あくまでも彼の想像という事を踏まえた上で

ストランの開放感が､こんな雰囲気を生み出したのでしょうね｡ここでなら､私も野うさぎ料理にチャレンジできるかもしれません｡ただ､ピーターパパのうさぎパイだけは遠慮したいなあ･-[高木由貴子]

食べたのか､気になりますよね｡実はある映画の登場人物が､この料理について語っています｡

皆さんは､

かのシラク大統領もお気に入りのフランス映画　『アメリ』　をご存知でしょうか｡内気な女の子アメリの物語で､彼女の相談役で登場するのが画家の

オーギュスト.ルノワール《舟遊びをする人たちの昼食》 1881年
ワシントンフィリップス･コレクション蔵

はり野外のレ い何々も
描かれた人の表情の､と屈託がなことか｡や

たそうで､絵本に登場するほどにヨーロッパではポピュラーな肉なのです｡また猟解禁の時期に出回るジビエ(野生の獣)　の野うさぎは強烈な匂いにもかかわらず珍重されるとか｡

それにして

場所はセーヌ河のシャトウー島に
ある野外レストラン｡舟遊びでの昼食会が描かれています｡テーブルにはワインやぶどうなど数種類の果物が見えますが､メイン料理のお皿は見当たりません｡おそらく肉料理は彼らのお腹の中に消えてしまったのでしょう｡でも何を

お話を続けます｡

うさぎの肉は､日本では一般的

ではありませんが､かのフランスではごく普通に､出っ歯をむいた頭つきの丸ごとのうさぎがスーパーに売られています｡余談ですが､ピーターラビットのお父さんもうさぎパイになって人間に食べられ

A rゲント美術館名品展｣ギャラリ小一クを終えて[4.1 5･5.29]
ベルギー･ゲント美術館の近代美術作品を

紹介した展覧会｡他国の美術の影響を受け
るなかで､多種多様な美術動向が生まれた
ベルギー近代美術｡本展でそれを知ることが

できたのは､大変有意義でした｡お客さまも､

神秘的な美しさのある象徴主義の作品をとり

わけじっくり鑑賞されていたようでした｡さて､

美術館の｢におい｣が好きと言う知り合いがい

ます｡一般的に絵は目で見て楽しむものだと

思いますが､作品を受け止めるのは視覚だ
けとは限りません｡個人的には､たとえば､今

展の出品作レオン.デ･スメットの《室内》を眺

まずはこのルノワールの作品をじっくりとご覧あれ｡ . ,iu I…‥‖-　　　り　∴..･山
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めていると､全体にもやがかかっているように

描かれているためか､作品から湿り気が漂っ
てくるように感じられました｡みなさんは視覚

以外の感覚で作品を味わったことありますか?

[末原香里]

ら r都市の美術高松市美術館コレクション展l ｣ギャラリートクを終えて[6.10･6.26]
今回のコレクション展は､ 4つのテーマに沿

ってご案内しました｡作家の一人､鴫剛のトリ

ッキーな作品の前ではお客様と一緒に喰り､

やなぎみわ作品では異次元に漂い､佐藤正
明の穴だらけの地下鉄では､皆さんの目を剥
いた顔を楽しみつつのトーク｡そして､ 9年ぶ

りの展示となる田中敦子の《電気服》へ｡力
み過ぎて早口になったものの､電球の光の
饗宴に見入るお客様の姿に､ご紹介できた

C r藤城清治の世界展｣ギャラリートクを終えて[7.22･9.4]

光と影の作家､藤城清治さんの展覧会場の
入り口はまっ晴です｡｢わあ　すごい｣｡中に

入られた方の口からは､まずこんな言葉が飛

び出します｡藤城さんご自身で作品の配置､
構成を考えたこの展覧会｡つまり会場全体が

D大塚国際美術館研修旅行[9.17]
陶板ってどんなもの?世界中の名画が見ら

れるのよね?期待に胸を膨らませ訪れた大
塚国際美術館｡長いエスカレーターを登ると
そこにはバチカンのシスティーナ礼拝堂を再
現した厳かで美しい異空間が広がっていまし

た｡そこで私たちがまず体験したのは｢ダ･ヴ

ィンチ･コードツアー｣｡世界的ベストセラー小

説『ダ･ヴィンチ･コード』に登場する名画を物

語とともにたどるというもので､美術館スタッ

喜びで胸が熱くなりました｡失敗談も一つ｡
ヨシダミノルの作品で､最初から固定されてい

るプロペラの一部を故障と説明してしまったこ

と｡後で私の勘違いと知り猛省しました｡それ

にしても｢都市｣は何と多様な顔を持っている

ことか｡じっとしていないで秋の街に出かけま

しょうよ｡アーティスト気分で｡ [高木由貴子]

1都市の美術展ギャラリートーク風景

作品なのです｡その藤城ワールドへ一人一
人が思いのままに足を踏み入れていただけ

るように､今回のギャラリートークはあえて､

入り口付近の一箇所のみでさせていただきま

した｡黒と白を美しさの原点とし､色彩が加わ

フの巧みな話術と様々な仕掛けに導かれて､

私達は絵画に隠された謎を紐解くミステリー
の世界にすっかり引き込まれてしまいました｡

世界に点在している名品絵画を陶板画を使
って一同に展示している当美術館ならではの

趣向です｡まさにタイムリーなギャラリートー
クと陶板の美しさ､世界各国の芸術を半永久
的に後世に残そうという試みと志しに感動し
た一日でした｡　　　　　　[木村真由美]

ることで光を追求していった愛あふれる影絵
の世界を皆さんはどう受け止めて下さったの

でしょうか｡出口ではこんな会話を耳にしました｡

｢お父さん　やっぱり来てよかったやろ｣｢ああ

ほんまや｣　　　　　　　　[冨岡洋子]
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5月7日は)中学生と美術(鰭)

品展｣は､ 19世紀か

一見｢フツー｣であるからこそ､

た作品の意外な面
のであるoそして､

作品を鑑賞するプロ

として働くのが中学生であれ事

るであろうか､という発想から生まれた｢
まるごと探偵クラブ｣｡この5月7日(土)

美術館のHPにもア

しているので読んでほしい
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サーカスの一場面でしょうか､
ハラハラ･ドキドキの綱渡り｡でも人形劇のようでどことなくコミカルです｡

バランス棒を持つ軽業師の顔
は､涙でできているかのよう､一段一段登っていったであろう

綱はしごには､ポトリと落ちた涙が描かれているのでしょうか｡綱と重なった背後の白い十字は､スポットライトのようでもあり､神の存在をあらわす十字架のようにも見えます｡バランスをとりながら一歩一歩不安な人生を歩んでいるかのようです｡

黒の線描部分は､作者独自の
技法によって画面(版)上に転写されたものです｡黒の油彩を一面に塗った紙をカーボン紙のように用いて鉛筆デッサンを写し取る方法を作者はしばしば用

いました｡作品のあちこちに手の圧力などによって黒いシミがついていますが､作者は偶然できる陰影を楽しんでいたようです｡

この作品は､第一次世界大戦

後､敗戦国となったドイツで設立された美術工芸学校バウハウスにて作者が教鞭をとっていた頃に制作されました｡やがてバウハウスは｢退廃芸術｣撤廃の動きのなかナチスの弾圧を受け閉鎖､作者自身も危険人物として迫害を受けることになります｡｢綱渡り｣という緊張感のある題材と黒のグラデーションによる不安な感じは､作者のたどった人生と暗い時代の到来を暗示しているかのようです｡

[木村真由美]

教師･ボランティアスタッフ､

うことを初めて知ることになったo

日プログラムに参

活動というも

C･-･･が⑳見た!-1 2
高松市美術館コレクション

civi主な活動

鮮藁』
3.4-3.21 ｢集合のイメージ高松市美術館コレクション展｣ギャ

ラリートーク(会期中毎日曜.祝日､各日午前.午後､

開催回数のべ8回､参加者数のべ122名)

4.15-5.29 ｢ゲント美術館名品展西洋近代美術のなかのベル

ギー｣ギャラリートーク(会期中毎日曜･祝日､各日

午前ヰ後､開催回数のベ21回､参加者数のべ470名)=･A
5.7 ｢まるごと探偵クラブゲント美術館名品展の秘密を

探せ! ｣スタッフ-｢美術館日記｣参照｡

5.28号『リビングたかまつ』インタビュー｢美術館通が語る

穴場とは-｣(大洋宏敏､堀本真弓)･･･｢アニキ｣と
｢堀ネェ｣､長きに渡り熱く語るが､掲載記事ではか

なりコンパクトに｡

5.29/6.12/子どものアトリエvol.6｢遊びのかたち一エンジョイ･

6.26/7.10　アート! ｣(講師:大島よしふみ)アシスタント･造形

作家･大島よしふみ(通称ゴリさん)とともに､動くお

もちゃを制作｡
6.10-6,26　r都市の美術高松市美術館コレクション展I ｣ギャ

ラリートーク(会期中毎日曜･祝日､各日午前･午後､

開催回数のべ6臥参加者数のべ80名) ･･･B
6.16　高松老人大学におけるカードゲームアシスタント･･

美術館所蔵品紹介(講師･高松市美術館牧野裕二)
の余興として､初の高齢者対象のカードゲームを実

施｡老若男女問わず楽しめることを実感｡

7.22_9.4 ｢光と影のシンフォニー藤城清治の世界展｣ギャラ

リートーク(会期中毎日曜･祝日､各日午前･午後､

開催回数のべ12回､参加者数のべ250名) ･.･C

7.23　西日本放送ラジオ『波のりラジオ』出演(大津宏敏､

堀本真弓) ･･･ ｢子どものアトリエvol.6｣講師の大島よ

しふみ氏がパーソナリティをつとめる番組に生出演｡

名コンビ再び｡シヴィ-の思いを熱く語る!?
8.2-8.3 ｢アートで遊ぼう番外編　ぼくらのペーパーテント村｣

アシスタント･･美術館内随所で新聞紙によるテント

を制作｡博物館実習生とともにアシスタント｡

8.26　小学校教科別研修会(図画工作)において｢藤城清治展｣GT

9.17　大塚国際美術館研修旅行-D
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